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大志を育む 

年 月/日 主な出来事

R2 1月15日 神奈川県で1例目感染者確認

2020 1月23日 中国が武漢市閉鎖

1月31日 WHO緊急事態宣言

2月5日 ダイヤモンドプリンセス号船上隔離

2月13日 国内初の死者確認

2月27日 安倍首相 全国の学校に臨時休校要請

2月28日 北海道独自の緊急事態宣言

臨時休校2/28~3/25

3月12日 WHO パンデミック認定

4月7日 政府緊急事態宣言発令：1回目

4月12日 北海道及び札幌市「緊急共同宣言」

4月16日 緊急事態宣言、全国に拡大

臨時休校4/16~5/31

6月1日 学校再開～6/5分散登校～6/12短時間登校

R3 1月8日 緊急事態宣言発令：2回目

2021 4月25日 緊急事態宣言発令：3回目

7月12日 緊急事態宣言発令：4回目

 

 
コロナ禍の中、子どもたちの体力はどうなったのか？ 

 北広島市教育委員会 学校教育課  

指導主事 小島 雅人 

 

                  小学生の体力合計点の推移 （出典：スポーツ庁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生の体力合計点の推移 （出典：スポーツ庁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「全国体力・運動能力、運動習慣調査」は、平成 20年度（2008年度）から、毎年行われています。調

査対象は小学 5年生と中学 2年生の全員。実技と質問紙による調査があります。実技テストの内容は握

力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、50m走、立幅とび、20mシャトルラン（中学生は持久走も

可）と小学 5年はソフトボール投げ、中学 2年はハンドボール投げで、質問紙の内容は 1週間の総運動

量、スクリーンタイム（テレビ、PC、スマートフォン、タブレット、ゲーム機等の使用時間）、体格、生

活習慣等となっています。 

  上図の小学生、中学生の体力合計点の推移をご覧ください。体力合計点とは上記の各実技テストの結果

を 10点満点に換算し、合計 80点満点にスコア化したものです。小学生も中学生も、平成 30年をピーク

として、令和元年より下降傾向となっていることがわかります。 

新型コロナウイルス感染症パンデミックは、令和 2年から始まりました。感染拡大防止に伴い、臨時休

校や外出や運動の制限等々、コロナ禍が、子どもたちの体力低下に大きく影響を及ぼしていると思われま

すが、この令和元年からの下降の原因は何だったのでしょうか？  

  

令和５年１月２６日 
 

      教育委員会だより 
 

      Ｎｏ．５０ 
 

発行：北広島市教育委員会 
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全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 コロナ禍前後比較

H30 R1 H30 R1 R3 R2 R3 H30 R1 H30 R1 R3 R2 R3

全国 北広島 全国 北広島 全国 北広島 全国 北広島

握力(kg) 16.5 17.0 16.2 17.3 16.1 17.0 16.1 16.8

上体起こし(回) 19.9 20.1 18.9 20.9 19.0 19.6 18.1 19.9

長座体前屈(cm) 33.3 32.9 33.5 34.5 37.6 38.3 37.9 39.1

反復横とび(回) 41.9 45.3 40.4 44.0 40.2 43.8 38.7 41.9

20mシャトルラン(回) 51.2 55.3 46.8 52.9 41.3 43.4 38.2 41.2

50m走(秒) 9.4 9.6 9.5 9.6 9.6 9.7 9.6 9.7

立幅とび(回) 151.8 155.8 151.4 157.3 145.8 149.8 145.2 149.1

ソフトボール投げ(m) 21.9 22.9 20.6 22.8 13.7 14.2 13.3 14.2

H30 R1 H30 R1 R3 R2 R3 H30 R1 H30 R1 R3 R2 R3

全国 北広島 全国 北広島 全国 北広島 全国 北広島

握力(kg) 28.7 29.9 28.8 29.2 23.8 23.9 23.4 22.8

上体起こし(回) 27.2 29.5 25.0 26.0 23.8 22.9 22.3 21.3

長座体前屈(cm) 43.5 42.1 43.7 43.0 45.8 44.7 46.2 44.7

反復横とび(回) 52.1 55.5 51.2 52.8 47.3 47.8 46.3 46.6

20mシャトルラン(回) 84.8 84.5 79.9 79.3 59.1 53.8 54.2 48.9

50m走(秒) 8.0 7.9 8.0 8.1 8.8 8.9 8.9 9.1

立幅とび(回) 195.3 203.7 196.4 202.5 170.1 168.5 168.2 166.9

ハンドボール(m) 20.5 21.2 20.3 20.0 13.0 12.8 12.7 12.3

赤字～数値が下がった記録

●～全国より高い記録

小学５年男子 小学５年女子

中学２年男子 中学２年女子

令和元年度における体力低下の原因として、スポーツ庁は以下の 3点が考えられると分析しています。

〇運動時間の減少 〇学習以外のスクリーンタイムの増加 〇肥満に該当する児童生徒の増加 

これは、全国の児童生徒の質問紙の回答からの分析ですが、たしかにスマホの所有率の上昇（家族割等）、

SNSの使用、YouTubeなどの動画視聴等が急激に増加したのが、この年でした。コロナ禍ばかりでなく

子どもたちの生活習慣が体力に大きく関与しているのです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、北広島市の子どもたちの体力の状況はどうなっているでしょうか？ 

 上表をご覧ください。小学 5年男子のH30，R1はコロナ禍前の各種目の記録（平均）、R2，R3（全

国は R2集計せず）はコロナ禍後の記録となります。数値が下がった記録は、赤字にしています。R3全

国は、長座体前屈以外すべて数値が下がっています。同様に小学 5年女子、中学 2年男女の記録を見て

も、ほとんどの種目の数値が下がっていることがわかります。（長座体前屈については検証が必要か？）

この結果より、コロナ禍は子どもたちの体力に、かなり大きな影響を与えているといえます。しかも、

成長期にある小、中学生です。そのブランクをいつ取り戻せるのか、影響は深刻です。 

さて、上表の がついている数値は、全国と比べ高い数値を示しています。 の多さから、北広島市

の子どもたちは、全国より高い運動能力を持っているということがわかります。特に小学生は、50m走

以外全ての種目が、全国を上回っています。中学生について男子は、ほぼ全国と同様、女子は残念なが

ら、全道の状況と同様に、ほとんどの種目で全国を下回っているという状況です。 

北広島市における子どもたちの体力に関し、今後の課題は「コロナ禍で低下したと思われる体力をど

う向上させるか」「小学生で身につけた体力を中学生でどう持続させるか」「中学女子の体力向上をどう

図るか」そして、「生活習慣～スクリーンタイムの増加をどう抑えるか」にあると考えます。令和 4年

度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果は、2月中に公表する予定です。コロナ禍も丸 3年が

経過しました。全国の、北広島市の子どもたちの体力はさらに下降しているのでしょうか、注視してい

く必要があります。 
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